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本稿はチャールズ･ディケンズ (1812-70)の処女作品集 『ボズのスケッチ集』(Sketches
byBog,1836;底本は TheOxfordIlustratedDickens版,1957)の中から｢黒いベール｣
("TheBlackVeil")を和訳したものである｡
従来,この作品集のほとんどの作品は習作と見なされ,あまり評価も検討もされていなか
った｡しかし,以後の多くの傑作に見られるディケンズらしさの多くは,既に,この作品集
の中に,一部は未熟ながら,示されていると言える｡ひとつひとつの作品は,彼の後の長編
と比べれば,余 りに小さく取るに足らぬ印象を与えるが,まだほとんどの人達がその実体に
触れていないのほ誠に残念なことに思われる｡
『ボズのスケッチ集』は4部56編から成り,｢我らの教区｣(OurParish),｢情景描 写｣
(Scenes),｢人物描写｣(Characters),｢物語｣(Tales)の順に構成されている｡初めの3部
の作品は,タイプこそ正に千差万別であるが,いずれも小品と呼べばすむほどの長さと内容
である｡全体を通して,ディケンズの観察眼の非凡なところが遺憾なく発揮されている｡第
4部 ｢物語｣だけが各々にまとまりを持ち,中には短編と呼んでもよい作品が含まれ て い
る｡概して笑劇 (farce)仕立てのものが多い中で,ディケンズが一生持 ち続け た興味の対
象 ｢異常心理｣を追求しているという点でかなりの完成度と印象度を看する ｢黒いベール｣
は,特に異彩を放っている｡それだけ評価も高く,しばしば,以後の作品との関連で言及さ
れている｡
しかし残念ながら,筆者の知る限 り,｢黒いベール｣が和訳されたとは聞かない｡そこで,
『ポズのスケッチ集』研究の一端として,全訳を試みた｡誤訳または表現不十分な点について
御教示いただければ幸いである｡
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チャールズ ･デ ィケンズ
ある冬の夕方,ちょうど1800年かその1,2年前後の年の暮れに,最近仕事を始めたばか
りの,ある若い開業医が,小さな屈一問の燃えさかる暖炉のそばにすわって,風が雨粒をばら
ばらと窓ガラスに打ち当てたり,煙突の中で低く陰気な音を立てた りするのを聞いていた｡
その夜は湿気が多く寒かったO彼は一日中ぬかるみの中を歩き回った後に,ようやく部屋着
とスリッパに着替えて心地よく休息をとり,半分以上眠ってしまってもうろうとした状態
で,定まらぬ想像のうちに無数の事柄を思い起こしていた｡初め彼は,何て風が強いんだろ
ラ,もし家でこうして気持ちよくしていられなければ,今頃は冷たく鋭い雨が顔を激しく打
っていただろうと考えた｡そして彼のJ山ま毎年クT)スマスに故郷を訪れ親しい友人達に会う
ことに向かっていた｡彼らは顔を見たらどんなに喜んでくれるだろう,そしてローズにこん
なふうに話すことができたら彼女はどんなに喜ぶだろうと考えた- やっと患者を迎えるこ
とができて,これからふえて行きそうだ｡何ヶ月かしたら,戻って来て結婚しよう｡そうす
れば淋しかった炉端も君のおかげで楽しくなるだろうし,自分も新たな気持ちで頑張れるだ
ろう,と｡それから彼は,いつ最初の患者が現われるのだろう,あるいは天の特別な配剤に
よって自分は全く患者の来ない運命にあるのだろうかと考えた.そしてまたp-ズのことを
考え眠 りに落ち,彼女の夢を見て,優しく暢気な彼女の声が耳にこだまし,柔かく小さな手
が肩に置かれるような気がした｡
手は確かに肩に置かれていた｡が,それは柔かくも小さくもなかった｡その持ち主は太っ
た丸顔の少年で,遇1シリングと食事付きという条件で教区から派遣され,薬や伝言を運ん
し11
でくれていた｡しかし,薬を届けてはしいという要請も,伝言の必要もなかったので,少年
は一日平均14時間の手持ち無沙汰の時間を,-ッカ入 りドロップを吸った り,動物の栄養入
り菓子を食べた り,あるいは眠った りして過ごしていた｡
｢ご婦人ですよ,ご婦人.′｣と主人を揺すぶ りながら少年はささやいた｡
｢どの婦人だって?｣ ぎょっとしながら医者は叫んだが,見ていた夢が幻だったとは十分
意識せず, その手がp-ズだったらいいのにと半分思っていた,｢どの婦人だって? どこ
に ?｣
｢そこですよ.′｣実に珍しいお客の出現に引き起こされたと思われる驚きの表情を見せな
がら,少年は治療室へ続くガラス戸の方を指さして答えた｡
外科医は ドアの方を向き,予期せぬ訪問者の姿を見てほんの一瞬ぎょっとしたD
それは非常に背の高い婦人で,正式な喪服を着ていて,あまりに ドアにぴったりくっつい
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て立っていたので,顔がほとんどガラスに触れんばか りだったO婦人の上半身は,まるで隠
すのが目的と言わんばか りに黒いショールで注意深くおおわれ,顔の方は厚い黒いベールに
包まれていたOきちんと直立し,見るからに背筋が伸ばさjLていたOそしてベールの奥の眼
は彼に釘付けにされていると医者は感じたが,婦人は微動だにせず,彼が婦人の方に向いた
ことに僅かながら,目に見える動きではないが,反応を見せた｡
｢私に診てほしいのですか｣少しとまどいながら,手で ドアを開けて彼は訊いた｡ ドアが
内側に開いたが,それでもその人物の位置は変わらず,同じ場所にじっとしているままだっ
た｡
彼女は黙認のしるLに頭を少し下げた｡
｢どうぞお入 り下さい｣と医者が言った｡
この人物は一歩足を進めたOそして少年の万に顔を向けて (これに少年はひどくおびえた
が),とまどっているように見えた｡
｢出ていなさい, トム｣と, この短いや りとりの間,大きく丸い眼を最大限に見開いてい
た少年に向かって若い医者は言った,rカーテンを引いて, ドアを閉めて｣
少年はガラスの部分に付いている緑色のカ-テンを引いて,治療室に下が り, ドアを閉め
て,そしてすぐに大きな眼を反対側から鍵穴に押し当てた｡
医者は椅子をひとつ火に近づけて,座るように訪問者-合図した｡この奇妙な人物はゆっ
くり椅子に近づいた｡炎が黒い服の上に輝いて,彼は婦人の裾が泥や雨でずぶぬ九になって
いるのがわかった｡
｢ずぶぬれですね｣と彼は言った｡
rええ｣とこの人物は小さく低い声で言ったO
｢それにおかげんが悪いのでは｣と医者は,婦人の声の調子 が痛みに苦しむ人のようだっ
たので,思いやってつけ加えた｡
｢ええ｣と答があり,｢とても悪いんです,体ではなくて精神的に.私のことではなく,ま
た私のためにでもないんです,こちらに伺ったのは｣と客は続けた,｢私が体の病気で苦しん
たでいたとすれば,独 りでこんな時間やこんな夜に出かけはしないでしょう｡これから24時
間病気で苦しむんだとしたら,神様もご承知のように,私はどんなに喜んで床に伏し死を望
むことでしょうか｡あなた様の力をお借 りしたいのは,他の人のためなのです｡その人のた
めにお願いするなんて自分は気が狂っているのかも知れません- そう思います｡しかし,
来る夜も来る夜も何時問もの間つらい気持ちで寝ずにいた り泣いた りしていると,その考え
がいつも心に起こって来るのです｡そして私にさえその人のために誰も手助けをしてやるこ
とは叶わないのがわかってはいても,手助けをせずにその人を墓の車に納めることになると
考えただけで,体中の血が凍 りついてしまうのです.′｣そして医者には芸術でさえ作 州 け
ことのできないと思われるような震えが話し手の全身に広がった｡
この婦人の様子には必死で熱心なものがあり,それが彼の心を打った｡彼はまだこの仕事
の経験も浅く,同僚たちの眼に毎口さらされている様々の悲惨な出来事をまだ十分見たこと
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もなく,人間の悩み苦しみに比較的無感覚でいられるようにはなっていなかった｡
｢もし｣急いで立ち上が りながら彼は言った,｢今お話しの人がおっしゃるような絶望的な
状態にあるのなら,一瞬た りとも遅れてはな りません｡すく､に一緒に参 りましょう｡どうし
て以前に誰か医者の意見を聞かなかったのですか｣
｢そ うしたとしても無駄だったでしょうから｡ 今でも無駄なのですから｣ と婦人は夢 1-で
両手をぎゅっと合わせながら答えた｡
医者は一瞬黒いベールの方を,その奥に隠れている顔の表情を確かめるように,じっと見
つめたが,しかしベールが厚かったのでそんなことは不可能だった｡
｢あなたは病気でいらっしゃる｣彼はおだやかに言った,｢お気づきではないけれどO穿き主の
ために却ってあなたは,ここのところ明らかにたまっていた疲労を感ずることなく持ちこた
えることが出来たのですが,その熱が今からだの中で高くなっているのです｡これ を 飲 ん
で｣と彼は一杯の水を注ぎながら続けた,｢しばらく心を落ち着けて, そしてできるだけ静
かに話してみなさい,その患者の病気はどんなもので,どのくらい患っているのか｡私がそ
の人を実際訪れて有効な診断をしてあげられるよう必要な情報を手に入れたなら,私はいつ
でもお伴いたしますよ｣
この客:ま,水の入ったグラスをベールをおろしたまま口へ持って行ったが,口につけずに
また下ろし,そして急に泣き出した｡
｢ゎかっているんです｣すす り泣きながら婦人は言った,｢お話していることが,熱による
うわ言のようにZilJこえることは｡前にもそう言われたことがあ ります,あなたほど親切にで
はあ りませんが｡私はもう若 くほありません｡そして人は言います,人の一生が終わ りに少
しずつ近づくにつjtて,他人には価偵のないように思えるけれども,一生の最後のひととき
は,その人にとっては,それまでに過ごした全ての歳月よりもいとおしいものになります｡そ
の歳月は,ずっと前に死んだ友達や,まるでもう死んでしまったようにすっか り離れて行っ
てしまった リ,こちらのことを忘れてしまった りした若い人たち (多分日分の子供ですが)
の思い出と結びついているのですが｡私の残された一生はもう長いものではありませんし,
それゆえにいとおしいものかも知れません｡しかし,私の話していることが間違いや空想で
あ りさえしたら,私はため息も忘れて,大はしゃぎで,大喜びで,自分の一生を投げJITちま
しょう｡明日の朝,私の話している人は,わかっているんです,そ うでないと考えたいんで
すが,人の助けの届かないところ-行ってしまうんです｡それなのに,今晩は,絶体絶命の
危機にあ りながら,あなたはその人に会えないし,手を貸すことも出来ないのです｣
｢私はあなたの悲しみに 追い打ちをかけるつもりはあ りません｣ 医者はちょっと間をおい
てから言った,｢ですから,おっしゃったことに意見を加えた り,それほど隠そうとしておら
れることを調べてみたいなどという素振 りを見せた りはしませんoLかしあなたのお話の中
にはどうしても論敵上納得できない矛盾があ ります｡その人は今夜死のうとしているOが,
私の力が役立ちそうなのに会うことはできない｡明日では役に立たないとお考えなのに,明
口その人を診てほしいとおっしゃっているようだ/ あなたの言葉や様子からわ か る よ う
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に,その人が実際そんなに大切な人ならば,手遅れになる前に,病気の進行が手に負えなく
なる前に,どうして彼の命を助けようとされないのですか｣
｢神様お助け下さい.′｣激しく泣きじゃくりながら婦人は叫んだ｡｢私にも信じられそうに
ないことを兄も知らぬ人が信じてくれるなんてどうして思えましょう｡ではその人を診て頂
けないのですか｣と突然立ち上がって彼女は言葉を継いだ｡
｢お断わ りしますとは申し上げていません｣彼は答えた,｢しかしご忠告しますが,もしこ
のように法外な遅延をあくまで主張されてその方がなくなられたら,恐ろしいことですが,
その責任はあなたにかかって来るのですよ｣
r責任はどこかで誰かがしっかり負うのでしょう｣とこの人物は苦々しげに答えた,｢どん
な責任が私にあろうとも,喜んで受け入れそれに応えるつもりです｣
｢ご要望に従っても何の災いにもならないようですから｣と医者は続けた,｢住所を残して
おいて頂ければ朝その人を診察しましょう｡何時なら可能ですか｣
｢9時です｣と客は答えた｡
｢こんな質問をする無礼を許して頂けると思いますが｣と医者は言った,｢その人はあなた
が今世話をしているのですか｣
｢していません｣との答え｡
rでは,私が今夜のために治療の指示を与えたとしても,彼の助けにはなりませんね｣
婦人は激しく泣いていたが,答えた,｢その通 りです｣
話を延ばしてもそれ以上の情報は得られそうもないとわかったので,そして最初は激しい
努力で抑えられていた婦人の感情がその時にはもう抑え難く,見るも痛々しいほどになって
いて,そっとしておきたいと思ったので,医者は翌朝約束した時間に訪れることを再び約束
(2)
した｡この訪問者は,ウォルワース地区の人知れぬ場所-の道筋を医者に教えてから,入っ
て来たときと同じ奇妙な物腰で家を後にした｡
容易にわかることだろうが,こんなにも異常な訪問は若い医者の心にかなりの 印象 を残
し,そして彼は散々この問題の真相について可能なかぎり考えてみたが,ほとんどうまく行
かなかった｡大多数の人々にもあるように,彼もしばしば,死というものが特定の日あるい
は時刻にさえ予感され,それが実現されたという特殊な例を聞いたり読んだりしたことがあ
った｡初めは彼も今回の例はそのうちのひとつかも知れないと考えたく思ったが,次には,彼
が聞いたその種の話はどれも,自分自身の死の前兆に悩み続けた人間についての話だったと
いうことに気づいた｡しかしこの婦人は他の人問,つまりひとりの男,について話していた｡単
なる夢や気まく､れの妄想のために,婦人がその男の近づきつつある死についてあんなにも物
凄い確信を持って語れるとは思えなかった｡その男が翌朝殺されることになっていて,もと
もと一味であり誓いによって秘密を守らねばならない婦人が,なぜかJbを動かして,その犠
牲者に何らかの暴行が行なわれるのを防く､'ことはできないけれど,もし可能なら,適当なと
きに医者の助けを借 りて男の死を防ごうと決心した,ということも考えられないだろうか｡
そんなことがこの大都市のわずか2マイル以内の所で起こっているという考えは余 りにも途
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方もなく乱暴なことで,次の瞬間には考えられなかった｡それから再び,この婦人の知性は
混乱を来たしていたのだという初めの印象に立ち返った｡そしてそう考えることが多少なり
とも満足の行 く問題解答の方法だったので,彼は婦人は狂っていたと信じることにしようと
頑なに決心した｡しかし,この点について疑心暗鬼はすぐに彼の･山こ忍び寄 り,長 くぼんや
りした眠れぬ夜の閉じゅう繰返し姿を現わすのだった｡その間,彼はそうすまいとする努力
にもかかわらず,あの黒いベールを混沌とした頭の中から消し去ることが出来なかった0
ウォルワースの奥の地域は,その地区の車でも最も街中から離れているが,今日でも十分
人里離れたみじめな場所である｡しかし35年前はその大部分が陰 うつな荒地も同然で,そこ
には胡散臭い人間がまばらに少しばか り住んでいたが,貧しさのた糾 こそのあた りに住むし
かなく,その仕事や生活ぶ りはあた りの淋しさに誠にふさわしいものだった｡以来この地域
一帯には非常にたくさんの家が建てられるようになったのだが,この出来事から数年の間に
はまだそれも始まっていなかった｡そして当時建っていた家の大部分も不規,賄こ散らばって
いて,ひどく粗末でみじめたらしい代物だった｡
その朝歩いて行った場所の様子は,若い医者の元3(ほ 引き出したり,これからしようとし
ている奇妙な訪問を前に抱いている不安や憂 うつといった感情を追い払ってくれるようなも
のではなかった｡道は幹線からそれ,沼のような公有地を横切ったり,いろんな小道になっ
て,あちこちで顧みられずに朽ち果て今にも崩れ落ちてしまいそうな荒れた小屋を見たりし
ながら続いていた｡発育不全の木や,前の晩の大雨でにごり淀んだ水たまりが時々道の脇に
あった｡そしてある時は,みすぼらしい庭の一画にはあずまやを建てようと古い坂が何枚か
寄せて打ちつけてあった り,近所の生垣から盗んできた杭でとりあえず修理した古い柵があ
った り,たちまちあた りの住人の貧しさや,他人の所有物をほとんどためらいなく自分たち
の物にして楽しんでいる様子までが知れるのだった｡あるいは,汚ならしい格好の女がうす
よごれた家の戸口から姿を現わして,何か料理の道具から前のどぶ-中身をあけたり,かか
との減った靴をはいた少女が自分の大きさ程もある顔色の悪い幼児を背負って戸口から数ヤ
ードのところをよろめきながら何とか歩いているのを見て,後ろから金切り声をあげたりす
ることもあるoLかし,ほとんど何も動いているものはない｡あたりに重 くたれこめている
冷たく湿った霧の中かすかにわかる風景のほとんどは,これまで描写してきたいろんな物と
完全に調和するような淋しく荒涼とした様子であった｡
泥とぬかるみの中をとぼとぼと歩き,指定された場所を何度も人にたずね,それと同じ回
数だけ辻複の合わなかった り不満足だった りする応答をされながら,若い医者はようやくの
ことで,目的地として指示されていた家の前に着いた｡それは小さく屋根の低い二階屋で,
今通 り抜けて釆たどの家よりも淋しくて期待のかけようがない有様の家だった｡古い黄色い
カーテンが2階の窓にしっか り引いてあり,居 間 の鎧戸も閉じてあったが留めてはなかっ
た｡その家ほどの家とも離れていて,狭い小路と直角の位置にあったので,周 りにはひとつ
の家も見えなかったO
医者はためらい,その家を数歩通り過ぎてからやっとノッカーを持ち上げる気 に な った
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が,それを見て読者はどんなに大胆な人でも,彼を小心だと苦笑することは出来ないだろう｡
当時のロンドン警察は今とは非常に違うものだったO建築ブームやいろんな技術の進歩がロ
ンドンの中心部や周辺部とこうした地区をまだつなぎ始めてはいない時期だったので,地理
的に郊外に離れているがゆえに,こうした地区の多くは (特にこの地区は)最悪で極貧の人
間たちの住み家になっていた.当時はロンドンの一番賑やかな通 りでさえ十分な灯 りほなか
ったし,このような郊外ではもっぱら月や星明か りに頼っていた｡そういうわけで,命知ら
ずの連中を見つけたり,彼らの住み家をつきとめた りするチャンスは非常に少なく,連中の
傍若無人の行動も,毎1_l経験を重ねては自分たちほ比較的安全だという意識を身につけてし
まうので,自然に大胆さを増すのだった｡こういう考えに加えて,この若い医者が大都市ロ
ンドンの公立病院にしばらくの問身を置いていたという点も忘れてはならない｡当時はまだ
メ-クもビショップもその恐しい悪名をとどろかせてはいなかったけれど,彼自身の経験か
ら,以来/;-クにちなんで命名されているような極悪非道の行為もいかにたやすくロンドン
(3)
では行なわれるかわかっていたかも知れない｡それがどんなものであろうと,全ての思いや
考えが彼をためらあせたし,実際彼はためらったのだ｡しかし,強い精神と大した勇気の持
ち主だったので,それも一瞬のことだった｡彼は睦を返すと,戸口に立って静かにノックし
た｡
その後すぐに低いささやき声が聞こえた｡まるで廊下の向こうの端にいる誰かが上の踊 り
場にいる誰かとひそひそ話しているようだった｡それに引続き,重いブーツが何も敷いてい
ない床の上で音を立てるのが聞こえた｡ ドアの鎖が静かに外された｡ ドアが開いた｡そして
背の高い,不快な感じのする男- 髪は黒く,後で医者が何度も言っていたように,今まで彼
が見てきたいろいろの死体の顔と同じくらい青白くやつれた顔をしていた- が現われたo
rお入 り下さい｣男が低い声で言ったO
医者がそうすると,男は鎖をかけドアを確かめて,廊下の突き当た りにある小さな奥の居
間まで案内した｡
｢間に合いましたか｣
｢早すぎました !｣ と男が答えた｡ 医者は,警戒の色もまじった驚きの素振 りを見せてあ
わてて振 り向いたが,それは抑えようのないものとわかっていた｡
｢ここにお入 りになれば｣と男はその様子に明らかに気づいて言った,｢ここにお入 りにな
れば,きっと5分とお引き留めしないと思いますよ｣
医者は即座に部屋に入った｡男はドアを閉め,彼を残して姿を消した｡
それは小さくて冷え冷えとした部屋で,もみの木の椅子2脚と同じくもみのテーブルが 1
台の他は何もなかった｡何の囲いもないほんのひと握 りの火が火床に燃えていて,何の快適
さの役にも立っていないらしく,湿気をあぶ 州 ル ていた｡というのも,健康に悪そうな水
分がナメクジの這った跡のように壁を伝って落ちていたからだ｡窓は壊れていて至る所つぎ
が当てられていたが,そこからほ,ほとんど水に浸っている小さな囲まれた土地だけが見え
た｡家の内にも外にも物音ひとつ聞こえなかった｡若い医者は炉端にすわって,医者になっ
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て初めての往診の成 り行きを待った｡
こうして何分もしないうちに,何か乗 り物のようなものが近づいて来る音が彼の耳をとら
えた｡それが止まると,通 りに画した ドアが開いた｡低い話し声が続き,廊下と階段のとこ
ろでゴソゴソと足音が聞こえたが,それはまるで2,3人の男が何か重い人間の体か何かを
上の部屋まで運んでいるかのようだった｡何秒かして階段がきしみ,今来た連中が,どうい
う仕事であれ,それをきちんと済ませこの家7h'上は うとしているとわかった｡ ドアが閉じら
れ,以前のような静けさに戻った｡
さらに5分が過ぎて,医者は自分の用向きを知らせることの出来そうな人物を探しに家の
中を見て回る決心を固めようとしていた矢先, ドアが開いて,昨夜彼をたずねて来 た人物
が,全く同じ身なりで同じようにベールを垂らしていて,来るようにと合図をした｡見たと
ころ奇妙に背が高く,また口をきかないということも重なって,ほんの一瞬 彼 の頭 には,
ひょっとしたら女性の服を着て変装した男ではないかという考えがよぎった｡ しか し,ベ
ールの奥から洩れるひきつけるようなすす り泣きや,悲しみで体中をふるわせている様f-か
ら,すく､にその疑いがばかげているとわかった｡彼はあわただしく後に続いた｡
女は二階へ上がって正面の部屋まで案内し, ドアのところに立ち止まって彼を先に人らせ
た｡そこにはほとんど家具がなく,古いもみ製の箱と椅子2,3脚,そしてテント形の天蓋
の付いたベッドがあるだけで,そのベッドにはカーテンや横木もなく,つぎはぎの布ででき
たベッド･カノミ-がかけてあった｡ぼんや りした光が,先ほど彼が外から見かけたカーテン
越しに射しているばか りで,部屋の中にある物は明瞭には見えず,また全てが同じ色合いに
染まっていたので,彼は,女が狂ったように急に彼の脇を抜けてその体を投げ出しベッドの
そばにひざまづいた際に,すく､さま彼の目に留まった物が一体何であるのか最初気づかなか
った｡
ベッドの上には,リンネルの布でしっか りくるまれ,毛布が掛けられて,人間の形をした
ものが,こわば り動かないままで横たわっていた｡顔と頭 (それは男のものだった)紘,戻
からあごの下にかけての包帯を除いては何もおおわれていなかった｡眼は閉じていた｡左腕
がベッドの上にく･､った りと伸びていて,女はその動かない腕を手に取った｡
医者は優しく女を脇にやって,その手を自分の手に取った｡
｢これは.′｣思わずその手を取落として彼は声を上げた,｢この男は死んでいる!｣
女はぎょっとして立ち上がり, 両手を打ち合わせた｡｢ああ,そんなことを言わないで下
さい｣ほとんど狂知 こ至らんばか りに感情を爆発させて彼女は叫んだ,｢ああ, そんなこと
を言わないで下さい｡耐えられない｡何人もの人間がこれまで生き返ったのです,能力のな
い人々がもうダメだと諦めた時に｡そして何人もの人間が死んでしまったのです,適切な処
置が取られていればひょっとしたら助かったかも知れないものを｡助けようともしないで,
そこに寝かせたままにしておかないで下さい.′ この瞬間にも命が消えかかっているかも知
れないんです｡さあお願いします,さあ後生だから.′｣そして訴えながら,女はせきたてら
れるように,目の前に横たわる感覚のない体の,まず糖を,次に胸をこすった｡それからそ
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の冷たい左右の手を激しくたたいたが,握 りをゆるめるとそれは力なくぐった りとベッド･
カバーの上に落ちた.
｢無駄ですよ,奥さんJ男の胸から手を離しながら,なだめるように医者は言った,｢ちょ
っと待って- そのカ-テンを開けて/｣
｢どうして?｣立ち上が りながら女は言った｡
｢そのカーテンを開けなさい/｣激しい口調で彼は繰 り返し言った｡
｢私はわざと部屋を暗くしているんです｣ 開けようとして立ち上がる彼の前に身を投げ出
して女は言った,｢おお, どうか私に哀れみを/ 何をしても無駄なら,本当に彼が死んで
いるのなら,私以外の人の眼にその姿をさらさないで.′｣
｢この男の死に方は自然で単純なものじゃない｣と医者は言った,｢死体を調べなくては.′｣
動きがとても急だったので,女がほとんど気づかないうちに,医者は女のそばからす り抜け
て行って,カーテンを引き裂 くように開け,白昼の光をいっぱいに入れて,ベッドのところ
-戻って来た｡
｢ここで何か暴力沙汰があったのです｣ と死体を指さしながら彼は言うと, この時になっ
て初めて黒いベールの外された婦人の顔をじっと見つめた｡ほんの一瞬前の立ち回 りの 中
で,この女性は帽了.とベールを脱いでしまい,今や立ち尽して,眼は死体に釘付けにされて
いた｡女の預だちを見れば50歳 くらいで,かつては美しかったに違いない｡悲しみや数々の
涙がその痕跡を顔に残していたが,それは年齢だけではできるはずのものではなかった｡顔
は死んだように青白く,唇は緊張してゆがみ,眼には不自然な輝きがみられたが,それらを
見れば余 りにもはっきりと,彼女の肉体的そして精神的な力が長年に及ぶ悲惨な経験のため
にほとんど失くなりかけていることがわかった｡
｢ここで何か暴力沙汰があったのです｣と彼は探求するような眼差しを続けながら言った｡
｢そうなんです !｣と婦人は答えた｡
｢この男は殺されたのです｣
｢神も間違いなくご存知なはずですが,彼は｣と婦人は激して言った,｢無慈悲に,非人間
的に殺されてしまったのです !｣
｢誰にです?｣婦人の腕を取 りながら医者は言った｡
｢その人殺しのしるLを見てから,私に聞いて下さい !｣と彼女は答えた｡
医者はベッドの方へ顔を向けると,今や白目のもとにさらされて横たわっている死体の上
にかがんだ｡喉元はふくらみ,鉛色のしるLが首の周 りにあった｡真相が突然彼の頭にひら
姥)いた｡
;一二の男:三今朝絞首刑にされた人間のひとりなんだ.′｣ と彼はn帰二と,震えながら顔をそ
むけた｡
｢その通 りです｣と婦人は冷たく無表情な眼をして答えた｡
r一体誰なのですか｣医者はたずねたO
｢私の息子です｣婦人は応答した｡そして彼の足もとに気を失って倒れた｡
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その通 りであった｡ひとりの仲間は,彼と同じく罪を犯したのだが,証拠不十分で放免さ
れていた｡そしてこの男は死刑と宣告され,処刑された｡この事件のいきさつを詳しく話す
ことはこんなに時がたっている今無用なことであるに違いないし,また,まだ生存 している
何人かの人間にとっては苦痛になろう｡これはよくある話だったのだ｡母親は友人も金もな
い未亡人で,父親のないわが子に与えようと自分に必要なものまで我慢していた｡当の少年
は,母親の切なる思いを気にも留めず,自分のために数々の苦難を耐え忍んでくれた- 母
親は心では絶え間なく気遣い,体も進んで節食してはやせた- ことも忘れて,放蕩 と犯罪
の生活に飛び込んでしまう｡そしてこんな結果となってしまった｡息子は絞苫刑執行人の手
により死亡,母親は恥辱の余 りに,取 り返しのつかない狂気に陥いる｡
この事件以後何年もの間,そして儲けがよくで首の折れる職業をしていれば,多 くの人の
場合,このような悲惨な事が実際にあることさえ忘れてしまっている時になっても,この若
い外科医は,他人に無害で気の狂ったこの婦人のもとを毎日訪れていた｡やって来ては優し
くすることで婦人をただ慰めるばか りではなく,安心や支えにと決してケチケチせずにお金
を与えては生活条件の厳しさを軽減してやった｡彼女が息を引き取る前に束の間のきらめき
の如 く過去を回想し意識を取 り戻したときに,この世に生を受けたどんな人間にも劣らぬ熱
烈な祈 りが,彼の幸福と神の恵みのために,この貧しく友人のなかった人間の唇から唱えら
れた｡その祈 りは天にまで届き,聞き入れられた｡彼が人のために成した行ないは千倍もの
祝福となって彼に返されたけれど,生涯のうちに彼のもとに績み重ねられた り自ら勝ち得た
地位や身分など数多くの名誉の中でも,彼の心に満足を与えるものは,あの ｢黒いベール｣
にまつわる思い出をおいて他には考えられなかった｡
注
(1) この少年は教会(parish)の救矧,lJi(workhouse)に収容されていた｡救貧院とは貧尺法(PoorLaw)
によって定められた貧民収容所だが,ここで10歳くらいに成l三すると,このように奉公のような形
で出所することが多かった｡
(2) 本来ロンドンの一部ではなく,181朋己まではただ沼の多く排,'Jlの悪い地域でしかなかったが,19
日周己に入り鉄道網の急速な広がりと共に郊外の垂要地のひとつとなった｡サマース･タウンJPキャ
ム:)-1ン･タウンと渡んで大規模なニュータウンのひとつo
(3) バーク,ビショノ-/(Burke,Bishop)ともに19t1増加台めのイギリスを恐怖に巻き込んだ犯罪人｡
いずれも解剖用の死体として売るために殺人を重ねた｡ バークは窒息,ビショップは溺死を手 11と
したが,1829年と1831年にそれぞれ処刑されたo以来,人を窒息死させること,また比職的な意味
で,だまらせたりうやむやに葬ることを b`urke'(動詞)と言うようになった｡
